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今回の検討のポイント

ポイント１

淀川水系を貯留関数法で解くにあたり、自然に忠
実な流域定数を如何に設定するか

ポイント２

淀川水系の特徴である狭窄部をどのようにモデル
化するか

１

貯留関数

S S ＝＝ KK ×× QQ

検討のポイント ポイント１

K，Pは流域の貯留量を

算出するための定数

◇流域の大きさ

◇流域の形

◇流域の勾配

◇流域内の河川の状況

等で決定
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今回の検討のポイント ポイント２

淀川水系の特徴である狭窄部をどのようにモデル化するか
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推定に使用したパラメータ

流域定数の設定 ②定数解析を行っていない流域の定数の推定

下流端下流端 XX
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◇流域内主要斜面延長（Ｌ‘）

◇流域内最遠点から最下流
までの距離（ΣＬ）

◇流域の平均勾配（ Ｉ ）
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ΣＬ＝x～ａ～ｂ

単純勾配でなく
平均勾配で算出

遅れ時間 TL について

流域定数の設定 ③定数解析を行っていない流域の定数の推定

LT
LIR

n
v

'
2
1

3
21

==

5.0

'
3
21

I
LTR

n
L =

5.0

'

I
LT L ～　

◇流域から河川に至る時間が
関連すると想定

◇流速はマニング則により
勾配の平方根の逆数に比例
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K について

流域定数の設定 ③定数解析を行っていない流域の定数の推定

∑ LAK ～

ゆっくりゆっくり 早い早い

◇Kは洪水波形に関わる定数であり、

特に立ち上がり部では、小さな
値ほど降雨に対して鋭敏に反応

◇流域面積が小さいほど流出現象
が鋭敏になると想定

７
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先鋭化

◇到達時間が短いほど降雨が
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岩倉峡（上野盆地）の検討

浸水実績図
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昭和28年台風13号 浸水区域図

ΔＶ池

ΔＶ河

Ｑ

Ｑout
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Ｈ０

岩倉峡上流については、氾濫域（遊水地）を勘案し、氾濫域、河道

における流量低減まえ、全体として連続式が成立するようモデル化

全体で連続式が成立するような Ｑout（ｔ+1） を逐次計算で算出

｛（Ｑin （ｔ+1）＋Ｑin （ｔ））／２－（Ｑout（ｔ+1）＋Ｑout（ｔ））／２｝×Δｔ = Σ（ ΔＶ池 ＋ ΔＶ河）

アウトプット：モデルにより低減した下流流出量（Ｑout（ｔ+1））の他、以下の項目についても出力可能

・遊水地、霞等の水位（浸水深）、ボリューム ・河道の水位

①Qout(t+1)に仮値を与えてH0からΔV1を算出

②不等流計算によりΔＶ河1を算出

岩倉峡（上野盆地）の検討 １０

氾濫域のモデル化 ： 不等流計算の水位で平面湛水として算出

河道のモデル化 ： 不等流計算の水位で断面積からボリュームを算出



岩倉峡（上野盆地）の検討
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保津峡（亀岡盆地）の検討 １２

【凡 例】
黄色実線：河道での湛水区域
赤 波 線：霞堤からの氾濫区域
青 線：平成16年台風23号による亀岡地区の浸水区域

※内水による浸水被害を含む
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保津峡（亀岡盆地）の検討
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三川合流部の検討 １４
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三川合流部の検討 １５
図－４　淀川-宇治川　最深河床高縦断図
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河床勾配の
変化点と推測

河床勾配の変化点
であるが、下流端
と河床高の差がほ
とんどないので、
この地点より上流
の変化点を上流端
の検討に用いる

河床勾配の変化点は34k～36kの間（男山と天王山の間あたり）

36kから42k付近までは河床勾配はフラット（池の状態）

モデルの下流端は
34k～36kの間

１６

H16.10　T23号　痕跡水位縦断図
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図－５　淀川 34k ～ 36k ＨＷＬ以下断面積変化
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三川合流部の検討
淀川34k～36k HWL以下断面積の変化

断
面
積
m2

HWL以下の断面積が最も小さい
34.8kをモデルの下流端に設定

痕跡調査からは水面勾配がほぼ
水平になるのは37k付近であった
が、実際の三川合流地点が34.4k
～35.2kであることを考慮

（34.8kをモデルの下流端に設定）

痕跡調査縦断図 H16台風23号

標
高
OP
m



琵琶湖の検討 １７

琵琶湖流域 １８流域

下流 ４６流域

琵琶湖の検討 １８
琵琶湖プログラム

流量
Q

(m3/s)

時間
t

算出されたハイドログラフを
下流プログラムへ入力

下流プログラム

【流出計算の流れ】
雨量 R
↓
↓流出計算
↓
流出量 V
↓
↓琵琶湖H-V
↓
琵琶湖水位 Ｈ
↓
↓琵琶湖H-Q
↓
洗堰放流量 Ｑ

宇治川
桂川

木津川

淀川

瀬田川洗堰
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保津峡

特定箇所：保津峡

亀岡盆地からの流出量の考え方

20

保津峡

亀岡観測所

請田観測所

保津峡観測所
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保津峡

水位 流量 水位 流量 水位 流量
昭和28年台風13号 S2809T13
昭和31年台風15号 S3109T15 ○
昭和33年台風15号 S3308T17 ○ ○ ○
昭和34年台風7号 S3408T07 ○ ○
昭和34年台風15号 S3409T15 ○ ○
昭和35年台風16号 S3508T16 ○ ○ ○
昭和36年6月豪雨 S3606 ○ ○ ○
昭和36年10月豪雨 S3610 ○ ○
昭和40年台風24号 S4009T24 ○ ○ ○
昭和47年7月豪雨 S4707 ○ ○
昭和47年台風20号 S4709T20 ○ ○
昭和57年台風10号 S5707T10 ○
昭和58年台風10号 S5809T10 ○ ○
平成元年9月豪雨 H0109 ○
平成2年台風19号 H0209T19 ○ ○
平成6年台風26号 H0609T26 ○ ○
平成8年8月豪雨 H0808 ○ ○ ○ ○
平成9年台風9号 H0907T09 ○ ○ ○ ○
平成11年6月豪雨 H110628 ○ ○ ○ ○
平成16年台風23号 H1610T23 ○ ○ ○ ○

請田(国)観測所 請田（京）観測所 保津峡観測所
洪水名

＜P.120の表 ＞

22

保津峡 ＜昭和35年の浸水＞

亀岡駅付近

↑堤防の位置
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保津峡 ＜P.126の図＞

請田　Ｈ 請田　Ｑ保津峡　Ｈ 保津峡　Ｑ

５）①

５）②

請田Q=保津峡Qと仮定

求めたい関係

保津峡観測所
流域面積744km2請田観測所

流域面積728km2
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保津峡 ＜P.127の図＞

S3308T17

S3606

S4707

S4709T20

S4009T24

H1610T23

昭和40年のみ保津峡のピークが請田の15分前に発生している。
観測時の波風の影響があったと考えられる。

1時間

15分
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保津峡 ＜P.130の図＞請田H－保津峡H　１５分ずらし

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58

保津峡H

請
田

H

S3308T15

S3606

S4009T24

S4707

S4709T20

H8

H9

H11

H1610T23

昭和30年代

昭和40年

昭和40年代

平成年代

下降時の状況

48

50

52

54

56

58

60

62

64

1 10 100

ピークからの経過時間（片対数表示　1～100時間）

水
位

【結果】ピーク後の水位逓減については、ハイドロの

波形により若干の差はあるものの、概ね低減の波形

は、どの洪水においても同形であると考えられる。

上昇時の状況

48

50

52

54

56

58

60

62

64

1 10

ピークまでの時間（片対数表示　１～１０時間）

水
位

S3308T17 S3508T16 S3606 S4009T24 S4707

S4709T20 S5707T10 S5809T10 H0209T19 H0808

H0907T09 H110628 H1610T24

【結果】上昇時はやはり残留域の影響、降雨強度によっても変わるため、

データとしては相関が取れない。

昭和30年代H-H式 y = 0.954x + 34.97 R2 = 0.993

昭和40年H-H式 y = 0.9115x + 36.768 R2 = 0.99

昭和40年代H-H式 y = 0.9073x + 36.763 R2 = 0.995

平成年代H-H式 y = 0.9345x + 34.457 R2 = 0.9968
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保津峡 ＜P.126の図＞

請田　Ｈ 請田　Ｑ保津峡　Ｈ 保津峡　Ｑ

５）①

５）②

請田Q=保津峡Qと仮定

求めたい関係

保津峡観測所の確認

緩やかな流れ緩やかな流れ

平成17年撮影

巨石や河床の巨石や河床の
岩盤が突き出ている。岩盤が突き出ている。

下流の岩盤により堰上げし、下流の岩盤により堰上げし、
澱んでいる澱んでいる岩盤が突き出ている。岩盤が突き出ている。

岩盤が突き出ている。岩盤が突き出ている。

量水標量水標

出水により出水により
砂州が発達砂州が発達

平成17年撮影
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保津峡

保津峡H-√Qプロット

0

2

4

6

8

10

12

14

10 20 30 40 50 60

√Q　流量(m3/s)

H
 水

位
(m

)

近似線

　　保津峡流量観測値
　　昭和35年台風16号流量観測値

＜P.136,140の図＞

保津峡Ｈ－Ａ確認

0

2

4

6

8

10

12

100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600

A　断面積（m2）

H
　

水
位

（
m

）

Ｓ３３Ｔ１５

Ｓ３４Ｔ７

Ｓ３４Ｔ１５

Ｓ３５Ｔ１６

Ｓ３６０６

Ｓ３６１０

Ｓ４０Ｔ２４

Ｓ５８Ｔ１０

Ｈ２Ｔ９

Ｈ８０９

Ｈ０９０８

Ｈ１１０６

Ｈ１６Ｔ２３

浮子が流下しない
死水域の面積が多きい

水面幅を一定として計算

28

保津峡 ＜P.143,151の図＞

浮子観測における更正係数修正後

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0

水
位

（
ｍ

）

S330826

S340814

S350830

S360626

S361028

S580928

H20920

H080828

H090805

H110627

H161020

浮子観測における更正係数修正前

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0

流速（ｍ／ｓ）

水
位

（
ｍ

）

S330826

S340814

S350830

S360626

S361028

S580928

H20920

H080828

H090805

H110627

H161020

流量観測結果のまま

安芸公式により流速を修正

流速は修正し、若干相関はよく
なったものの、断面積の違い（H-
Aの相関2本線）は説明することが

できない。

保津峡の流量をそのまま使うことは
困難

京都府の請田観測所のデータを
活用
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保津峡 ＜P.146の図＞

求めたい関係６）⑤

保津峡H 請田（京）
観測所H

請田（京）
観測所Q

保津峡Q
請田（国）
観測所Q

請田（国）
観測所H

６）②

６）③６）①

請田　Ｈ 請田　Ｑ保津峡　Ｈ 保津峡　Ｑ

５）①

５）②

請田Q=保津峡Qと仮定

求めたい関係
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保津峡 ＜P.148の図＞
求めたい関係６）⑤

保津峡H 請田（京）
観測所H

請田（京）
観測所Q

保津峡Q
請田（国）
観測所Q

請田（国）
観測所H

６）②

６）③６）①

保津峡　Ｈ－Ｑ曲線（１５分遅れ）（Ｈ８以降　修正前）

y = 0.0738x0.6462

R
2
 = 0.9988

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

0.00 500.00 1000.00 1500.00 2000.00 2500.00 3000.00 3500.00

流量（m3/s)

水
位

(
m
)

修正案H-Q曲線

保津峡　流観値（S33以降）

流量観測値（請田より換算）

H8以降の保津峡流観ﾃﾞｰﾀ

流量観測値（請田換算）（のぼり）

流量観測値（請田換算）（くだり）

H080828

H090805

H110627

H161021

（換算）保津峡Ｈ－Ｑ

（実測）保津峡Ｈ－Ｑ（近似線）

実測の保津峡Ｈ－Ｑと換算保津峡Ｈ－Ｑには
大きな差がある。

換算保津峡H-Q
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保津峡 ＜P.149の図＞

6.7mを越 えた水 位 の 場 合 、
４ｍの 浮 子 を投 下 しなけ れ

ば ならない

安芸公式：f＝C／（C+20/3－20a＋20an－20n2／3）

河川砂防技術基準
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保津峡 ＜P.150の図＞

保津峡　Ｈ－Ｑ曲線（１５分遅れ）（Ｈ８以降　修正後）

y = 0.0738x
0.6462

R
2
 = 0.9988

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

0.00 500.00 1000.00 1500.00 2000.00 2500.00 3000.00 3500.00

流量（m3/s)

水
位
(
m
)

修正案H-Q曲線

保津峡　流観値（S33以降）

（換算）保津峡Ｈ－Ｑ

H8以降の保津峡流観ﾃ゙ ﾀー

流量観測値（請田換算）（のぼり）

流量観測値（請田換算）（くだり）

H080828

H090805

H110627

H161021

（換算）保津峡Ｈ－Ｑ

（実測）保津峡Ｈ－Ｑ（近似線）

実測の保津峡Ｈ－Ｑと換算保津峡Ｈ－Ｑは、
合致する。

Q=15.3(H+1.62)2
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保津峡H-√Qプロット
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14

10 20 30 40 50 60

√Q　流量(m3/s)

H
　

水
位

(m
)

近似線

　　保津峡流量観測値
　　昭和35年台風16号流量観測値

保津峡 ＜P.153の図＞

保津峡H-√Qプロット

0

2

4

6

8

10

12

14

10 20 30 40 50 60

√Q　流量(m3/s)

H
 水

位
(m

)

近似線

　　保津峡流量観測値
　　昭和35年台風16号流量観測値
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保津峡 ＜P.126の図＞

観測されていないからできない。

ではなく、

観測されているデータから導き出す。

求めたい関係６）⑤

保津峡H 請田（京）
観測所H

請田（京）
観測所Q

保津峡Q 請田（国）
観測所Q

請田（国）
観測所H

６）②

６）③６）①
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保津峡

水位 流量 水位 流量 水位 流量
昭和28年台風13号 S2809T13
昭和31年台風15号 S3109T15 ○
昭和33年台風15号 S3308T17 ○ ○ ○
昭和34年台風7号 S3408T07 ○ ○
昭和34年台風15号 S3409T15 ○ ○
昭和35年台風16号 S3508T16 ○ ○ ○
昭和36年6月豪雨 S3606 ○ ○ ○
昭和36年10月豪雨 S3610 ○ ○
昭和40年台風24号 S4009T24 ○ ○ ○
昭和47年7月豪雨 S4707 ○ ○
昭和47年台風20号 S4709T20 ○ ○
昭和57年台風10号 S5707T10 ○
昭和58年台風10号 S5809T10 ○ ○
平成元年9月豪雨 H0109 ○
平成2年台風19号 H0209T19 ○ ○
平成6年台風26号 H0609T26 ○ ○
平成8年8月豪雨 H0808 ○ ○ ○ ○
平成9年台風9号 H0907T09 ○ ○ ○ ○
平成11年6月豪雨 H110628 ○ ○ ○ ○
平成16年台風23号 H1610T23 ○ ○ ○ ○

請田(国)観測所 請田（京）観測所 保津峡観測所
洪水名

＜P.120の表 ＞

野帳が残っていない

野帳が残っていない

断面積の相関が取れない
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保津峡

データの整理
・過去からのデータ（水位・流量）をプロットして眺める
・過去からのデータ（水位・断面積・流速）をプロットして眺める
・おかしな箇所は流量観測の野鳥まで遡って確認

【野帳を確認する際の要点】
①水位と計測時間（基準点、第1見通し、第2見通し）
②浮子の長さ（更正係数→流速）
③測線の切り方（測線数・死水域の設定→断面積）

請田　Ｈ 請田　Ｑ保津峡　Ｈ 保津峡　Ｑ

５）①

５）②

請田Q=保津峡Qと仮定

求めたい関係
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